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結語

緒 一一一一回

既製衣料サイズ設定の基礎資料を得るために、通産省工業技術院は、昭和41・42年に全国

17地区において 4--29才男女30，277例を、次いで昭和46・47年に全国8地区においてお--65

才までの成人男女8，783例の身体測定を行なった。

私共は、この調査の広島地区(以下広島と略す〉を担当し、 4'""29才男女(1，710例〉の

測定結果については本学論集第20集1)に、 25--65才成人男女1，079例のうち、女子543例につ

いては第23集2>に報告した。今回は、男子536例の測定結果を集計整理し、それらの身体各部

測定平均値(以下測定平均値と略す〉、身長・胸囲・体重に対する相関係数・示数値などによ

り25--65才男子の体型を検討し、さらに昭和48年7月に日本規格協会から報告3>された全国

地区〈以下全国と略す〉の測定平均値とも比較したので、その結果を報告する。
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第 1章測定対象・方法

I 測定対象

被測定者は、広島通商産業局・中国四国農政局・中国電気工事KK・中国電力KK・観音

第5老人クラブなどに所属する25，.....，65才までの成人男子536例で、その年令区分別例数は第

1表のとおりである。

第 1表 被測定者の年令区分別例数 (25--65才) (例〉

例

年 令区分

五三目玉戸町五三江戸両了50--54I臼
数 I5臼5[8飽8 8白5 I 8邸51 8部81 8邸51 5印0-1

第2表被測定者の職業別調査 (25"，65才〉

年 A 
H 区 分

計

536 

(%) 

職 業 1---.-------. 一一一一一一 計l25"，29 I 30--34 I 35--39 I 40........44 I 45--49 I 50----54 I 55----65 I 

公務員・会社員 I 100.0 I 100.0 1 ∞0: ∞oi 肌 oI 1∞o 1 86 .0 I 98 .7 
商・工・自由業 o1 0 1 0 i 0 i 0 1 0 1 6.0! 0.6 
農・漁業 01 01 01 01 01 01 O! 0 
無職 1 o 1 0 1 0 1 o 1 0o8.0  1 0.7 

計|ぷ-110OJ)-1-1面oI 1∞urい o1 1∞o I 10ぷ~-1訂
被測定者の生活環境を概観すると、殆んどの者が広島市とその周辺に居住し、公務員・会

社員が98.7%で大半をしめ、農・漁業従事者はいない。

E 測定期

測定は、昭和47年7月から 8月の聞に行なったo

E 測定項目・測定時の姿勢・測定方法・測定用具

測定項目・測定時の姿勢・測定方法・測定用具は、さきに報告4)した第5・9報の場合と

同様である。

第2章測定結果・考察

第3表は、 25，.....，65才成人男子の年令区分別測定平均値・標準偏差・変異係数、第1-1・2

図は、広島・全国の身体各部寸法の年令的推移、第4表は、年令区分間の増減寸法〈量〉・

増減率・有意性の検定結果を示したものである。

成人男子25，.....，65才までの測定平均値および増減傾向を年令区分別に概観すると、次のとお

りである。



生体計測 -185-

ト 測定平均値

長径項目の膝高・股上前後長・袖丈・背丈・足長と・幅・周径項目(胴囲をのぞく)は年

令区分間に大差なし、。その他の項目は45'"'-'49才まで加令と共に小であるが、 50"'54才は大

で、 55"'65才は小である。

25'""-'29才と55"-'65才の差の著しく大なものは、長径項目では身長5.5cm(3.3%ト上腸骨

株高3.1cm(3.5%)・後胴高3.1cm(3.2%)・股高2.9cm(3.9%)、周径項目では胴閤5.4cm

(7.1%)・大腿閤1.7cm (3.3%)、体重 1.6kg(2.6%)で胴囲をのぞきいずれも25--29才が

大である。なお、年令区分別にみると、 45--49才の長径項目・体重はやや小で、 50--54才の

長径項目(股上前後長をのぞく〉、背肩幡、体重は大である。

次に全国と比較すると、長径項目では広島の股上前後長が小、上腸骨疎高・背丈が大であ

る。周径項目では胸・胴囲、体重がやや大で、その他の項目は両者間に大差ない。

標準偏差についてみると、長径項目では1.0--6. 5cmを示し、足長は最も小、身長は最も大

である。幅径項目は0.7"-'2.3cmである。周径項目では頚付根・上腕・頭聞は1.2"'2.5cmであ

るが、その他の周径項目は3. 3"'9. 3cmを示し、特に胴囲は大である。体重の偏差も大で、7.9

--1O.0kgを示している。また、殆んどの項目の偏差は概して高年令層が大である。

変異係数についてみると、長径項目の股上前後長は5.9--7.9、その他は3.1，，-，6.0で身長が

最も小、幅径項目は4.5--6.7で肩幅がやや大である。周径項目の頭聞は2.2'"'-'2.9、頚付根聞

は4.1，，-，5.2で小であるが、その他は5.3""'11.4で、そのうち最大は胴閣の8.7--11.4、次は上

腕聞の7.6"-'9.2である。体重は12.7"-'16.9で最も大である。

周径項目・体重の係数は、概して長・幡径項目よりやや大で、また、袖丈をのぞくその他

の項目の係数は、高年令層が大である。

2. 相隣る年令区分間の増減寸法〈量〉・増減率

増加項目の多いのは、 45"'49才・ 50........54才聞の長・幅径項目で、身長は約3.5cm(2.1%) 

・上腸骨東京高2.3cm(2.6%)・後胴高 2.Ocm (2.1~わ・背丈1.4cm (3.0%)・足長0.6cm(2.5 

%)・肩幅0.4cm(2.7%)、周径項目・体重では、 25""'29才・ 30""'34才聞の肱囲3.3cm(4.4%)

・体重1.4kg(2.3%)で、いずれも増加率が大であるが、その他は僅かであるo

減少項目の多いのは、 30""'34才・ 35"-'39才問、 40........44才・ 45"-'49才問、 50---54才・ 55---65

才問で、特に50---54才・ 55--65才問の身長は4.0cm(2.4%)・上腸骨練高2.6cm(2.9%)・後

胴高2.2cm(2.3%)・股高2.2cm(3.0%)・背丈1.2cm(2.6%)・足長0.6cm(2.3%)・背肩幅

1.0cm (2.4%)・肩幅0.6cm(4.3%)、30""'34才・ 35""'39才間の大腿囲は1.3cm(2.6%)・体

重1.8kg(2.9%)で、いずれも減少率が大であるが、その他は僅かである。

有意性の検定結果については、高年令層の長・幅径項目の殆んどに、危険率1--5%水準
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第1-1図 広島・全悶の身体各部寸法の年令的推移 (25--..65才〉
(長径項目)

ーーー一ーー-ーー『ーーー
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(25---65才)広島・全国の身体各部寸法の年令的推移

(幅・周径項目、体重〉

第 1-2図
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で有意差がみられるが、周径項目および他の年令層の殆んどの項目にはみられない。

3. 分散分析

第5表は、各測度間の分散分析の結果を示したものである。

第5表各測度聞の分散分析 (25......65才)

長径項目

変動因
df 苧|車|平洋1ri平片手|千l平一

年令区分

誤差

全体

周径項目

変動因

年令区分

誤 f会ztE二z 

ノ~~ 体

幅径明白

変動因

年令区分

誤 差

全 体

胴囲
df 

F 

6 0.920 2.689キ

529 

535 

背肩幅 肩幅
df 

F F 

6 6.495** 5.981本本

529 

535 

注 * 危険率 5%で有志
料危険率 1%で有意、

腰間 顕付根囲 上腕囲 大腿囲 頭囲

一一
F F F F F 

1.010 1.876 0.902 4.236本* 2.159本

体重

df 民重

年令区分 6 I 1.147 

誤 差 529 

ヨ三 体 535 

長径(身長・上腸骨株高・膝高・後嗣高・股高・背丈・足長)・幅径・周径(胴・大腿・

頭閤)項目に、危険率1.......，5%水準で有意差がみられる。
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4. 相関係数

第6ー1・2・3表は、各項目の対身長・対胸囲・対体重の相関係数を示したものである。

第6-1表対身長相関係数 (25.......65才)

年 令区分
測定項目

25.......29 I 3ω4 I払 39 Iω--44 Iか 49 1ル 54I日.......65
1 I上腸骨株高 .879林

2 I膝高 .875紳

3 1後 IJ同高 .933紳

4 1股高 .829林

.908ホ*

.838 ** 

.956林

.883料

5 1股 k前後長 .187 .249本 .363林 .244* I .355林

6 I袖 丈 .779刈・鮒料 .776州市問 817叫
7 1背 丈 .759吋・689州 .707料・740料 .759料 1

8 I足 長 .676紳 i・795吋・767吋・735紳 i・763判
9 1背肩幅 .295* 1 .381料 .328料 1

10 1 J~~ 幅 .299*1478 料 .369 州

.930 *キ .929*ホ

.855林 .902紳

.956 **1 .942 ** 

.848料 .903料

.545 **1 .349 * 

.863 **1 .831 ** 

.857料 .806紳

758吋 786紳

.562 *ネ .533キ*

.511州 .549料

111胸囲 .355州 .176 .229キ|ー.∞7 .224キ .467州 .377紳

12 1胴囲 .206 .144 .228ホ .049 .112 .499紳.420料

13 1腰囲 .382料 .311紳 .394林 .206 1 .312料 .611糾.491料

14 I顕付根囲 .188 .292林 .323州 .2初本 .454州 .565林 .537料

15 1上腕囲 .079 .067 1 .055 .013 1 .140 1 .438 **1 

1o 1大腿囲 .211 .194 .248引 .155 .213 .525州.479料

17 1頭閤 .377**1 .292林 1 .ホ紳 .341州 l

181体重|・501判 467糾 I .481判 326林lω判 ω 判 ω**
注ホ 危険率 5%で有意
料危険率 1%で有意

対身長相関係数についてみると、長径項目(股上前後長をのぞく〉は、いずれも非常に高

い相関を示し、特に上腸骨東京高・後胴高・股高は0.8以上である。周径項目は概して低く、体

重はやや高い相関である。

有意、性の検定結果については、 25"-'49才間の周径項目の一部をのぞき、いずれも危険率1

"-'5%水準で有意性がみられる。

'̂'旬、川
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第6-2表対胸囲相関係数 (25---65才〉

年 ρ-，J 、 区 分
測定項目

25---29 1 払 34 1 35---39 1 4い 4 1 45---49 1 50........54 1 55---65 

1 I身長 .176 .229 * 一.∞7 .467 ** .377ホ*
2 上腸骨練高 .351 .147 .140 一.073 .190 .436 ** .330 * 
3 膝 高 .358 .199 .253キ .137 .280 * .461本* .370 * 
4 後 IJI司 高 .276 * .157 .148 一.013 .447 ** .368キ
5 股 高 .177 .070 一.022 ー.121 .102 .296 ** .198 
6 股上前後長 .468 ~ド* .595 ** .656紳 .664 .727ホ* .718本*

7 紺i 丈 .480 ** .187 .320 ** .165 .266 

i 
.426本ホ

8 ~iT 丈 384林| .064 .326 .363 .361 * 
9 足 長 .474 .313 .305 ** .233 * .308 .426 .406 
一一寸一一←ーーーー一一ー 一一

.863林 .874 ** .870 *ホ .829キ*

.845林 .863 .827 *キ .823 ** .860料

.745 .731 .798 ** .748ホ* .741 キキl

.756ホ* .815 .754 ** .832 ** .832本*

1116781||大頭体 腿

.837 .749キホ .818 *本

.352 * .385 .465ネキl .413 .383料

，863料|

註* 危険率 5%で有志
料危険率 1%で有志:

ネ

ホ

キ

*

一

+

干

+

m

T

+

品

T

申

干

一

岨

岬

1

n

y

A
官

τ
i

一戸。

.573 *キ

.370 * 

.879本*

.871キキ

.811ホ

.861 *ホ

.876 ** 

.628本*

.904本*

対胸囲相関係数についてみると、周径項目(頭囲をのぞく〉、体重は非常に高い相関を示

し、股上前後長・背肩幅はやや高く、その他は低い相関である。特に30~49才聞の身長・上

腸骨株高・膝高・後胴高・股高は非常に低い。

有意、性の検定結果については、 30--49才聞の長径項目には有意差のみられない項目がかな

りあるが、その他の項目は、いずれも危険率 1-----5%水準で有意性がみられるo
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1
2
3
4
5
6
7
0
0
9
一

m
u
一 .890料 .895叫 .904林12 胸 囲 .890ホキ .846ネキ .878本*

13 即司 囲 .860 ** .840キネ .901ネ* .885 ** .878 ** .929 *本

14 I襲 閤 .948 ** .935キキ .955本本 .950 *ホ .958料 .969料 .946 *本
15 頚付根囲 .772ホ* .815ホ* .847ホ* .837 本本 .824ホ* .839 *本 .R76 ** 
16 上 腕 囲 .766 ** .799 ** .765 本本 .853林 .864林 .~72 ホホ .844 ** 
17 大 腿 間 .885キキ .892本* .873本本 .890キネ .900 *キ .925 *本 .936キ*

18 頭 聞 .497本* .510 ** .516 ** .507 *本 .436ネキ .654ホ* .745ホ本
注キ 危険率 5%で有意
料危険率 1%で有志

対体重相関係数についてみると、股上前後長・周径項目(頭聞をのぞく〉は、いずれも非

常に高い相関を示し、特に腰聞は0.9以上で最も高し、。長径(股高をのぞく〉・幅径項目はや

や低く、股高はきわめて低い相関である。

有意性の検定結果については、股高の一部の年令区分をのぞき、殆んどの項目に危険率 1

，-..;5%水準で有意性がみられる。
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5. 示数値

第7-1・2表は、対身長・対胸囲の示数値を示したものである。

第7-1表対身長示数値 (25---65才) C%) 

測定項目
年

25----29 Iル 34

区 分

50---54 I 55----65 
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対身長示数値についてみると、年令区分間に殆んど差のない項目は、上腸骨練高約54%・

膝高約26%・後腕高約58%・股高約45%・袖丈約32%・背丈約28%・足長約15%・背肩幅約

25%・肩幅約9%・頚付根閉約25%・上腕囲約17%・体重約37%である。その他の項目には

2"-'5%の差がみられ、特に胴閤の差は大きく 5%で高年令層ほど大である。
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測定項目

第 7-2表対胸闘示数値 (25--65才〉

年 令区分

35--39 I 40--44 45--49 

C%) 
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対胸囲示数値についてみると、年令区分聞に殆んど差のない項目は、袖丈約59%・足長約

27%・肩幅約 16%・腰囲約 101%・頚付根閤約46%・上腕囲約31%.頭間約63%である。そ

の他の項目には2"""'6%の差がみられ、特に身長・胴囲の差は6%で大で身長は低年令!曹が

大、胴囲は高年令層が大である。

なお、 50.......，54才の示数値は25"""'29才と殆んど同じであるo
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6. MoIIIsonの関係偏差折線

第2図は、 25""'29才を基準(以下基準線と略す〉とした Mollisonの関係偏差折線を示し

たものである。

第2図 Mollisonの関係偏差折線

-1σ M (基準線 25-29才) +1σ 
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各項目の偏差値と折線の動きを概観すると、基準線とのへだたりが非常に大なもののう

ち、正側に偏しているものは胴閤で、負側は身長・上腸骨東京高・膝高・後胴高・背肩幅・肩

幅・大腿囲である。

年令区分別にみると、 55'""65才のへだたりが最も大で、 30.......，34才が小である。折線の動き

は、概して周径項目(胴聞をのぞく〉より長・幅径項目が大である。
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7. 25---29才に対する 5項目の比率

25~29才の各項目を 100 (以下25---29才値と略す〉 として他の年令区分の特徴のある 5項

目を選び、その比率を求め、第3図に示した。
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比
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率

100 

% 

95 

第3図 25"-29才に対する 5ljJ，目の比率
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身長は45----49才までは加令と共に小で、 50......54才でやや犬、 55---65才では97%で小であ

る。肩幅は身長と同傾向であるが、 55-----65才は96%でより小である。股上前後長・腰囲は25

---29才値に近く、年令区分間に大差ないが、胴聞は加令と共に大で、 55---65才では107%であ

る。その他の項目は、身長・股上前後長などとほぼ同傾向を示す。

結 語

以上の結果を要約すると、次のとおりである。

l. 測定平均値についてみると、長径(股上前後長をのぞく〉・幅径項目、体重は概して低

年令屑より高年令層が小であるが、高年令層の中で50----54才の長径項目・体重はやや大であ

る。また、周径項目のうち胴囲は高年令層が大で、その他の項目は年令区分間に大差ない。

全国と比較すると、広島の背丈、胸・腕囲、体重は全国より大で、その他の項目は両者聞

に大差なし、。ただし、広島の50"-'54才は殆んどの項目が全国より大である。

変異係数についてみると、頭閤は2"-'3で最も小で、体重は13"-'17で最も大である。周径

項目は、概して長径項目より大である。なお、袖丈をのぞくその他の項目は高年令層が大で
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ある。

2. 相隣る年令区分聞の増減寸法〈量〉・増減率についてみると、増加項目の多いのは、 45

--49才・ 50--54才聞の長径(股上前後長をのぞく〉・幡径項目と、 25--29才・ 30--34才聞の

周径項目・体重である。

減少項目の多いのは、 30--34才・ 35""""'39才問、 40--44才・ 45--49才問、 50'""54才・ 55--65

才間である。

3. 各測度聞の分散分析についてみると、長径〈身長・上腸骨腕高・膝高・後胴高・股高・背

丈・足長〉・幅径・周径〈胴・大腿・頭囲〉項目に、危険率 1--5%水準で有意差がみられる。

4. 対身長相関係数についてみると、長径項目(股上前後長をのぞく〉に、対胸囲では周径

項目(頭囲をのぞく〉・体重に、対体重では股上前後長・周径項目(頭囲をのぞく〉に0.7以

上の非常に高い相関を示す。その他の項目については高年令層の相関がやや高く、低年令層

はやや低い。

5. 対身長示数についてみると、年令区分差の少ない項目は、長・幅径項目、頚付根・上腕

囲、体重で、その他の周径項目は2........，5%の差があり、高年令層が大である。対胸囲では、

年令区分差の少ない項目は、袖丈・足長・肩幅・周径項目(胴聞をのぞく〉で、その他の項

目は2--6%の差があり、身長は低年令層が大、胴囲は高年令層が大である。

6. Mollisonの関係偏差折線についてみると、基準線とのへだたりが非常に大な項目のう

ち、正側は胴困、負側は身長・上腸骨林高・膝高・後胴高・背肩幅・肩幅・大腿聞である。

年令区分別にみると、 55--65才のへだたりが最も大で、次いで50'""54才・ 40---44才の11民で

ある。また、長・幅径項目の折線の動きは、周径項目より大である。

7. 25---29才に対する 5項目の比率についてみると、身長は45--49才までは加令と共に小

で、 50---54才はやや大、 55--65才は97%で小である。肩幅は身長と向傾向であるが、 55'""65

才は25--29才値の96%で小である。股上前後長・腰囲は25-29才値に近く、胴囲は加令と共

に大で、 55---65才は107%である。その他の項目は身長・股上前後長などとほぼ同傾向を示

す。

8. 高年令層 (50--54才をのぞく〉は低年令層に比して身長が低く、背肩幅狭く、胴聞は

大で、ずんぐり型や肥満型への移行がかなりみられ、全国とほぼ同傾向である。ただし、広

島の50--54才は長径項目がかなり大で、殆んどの項目が25--29才値に近く、高年令層中では、

ややスマートな体型を示す。

今後4--65才までの男女の測定資料を基にして、それぞれの体型の特徴を知り、変化状態

を検討し衣服構成に役立てたいと思う。

終りにこの測定にご協力下さいました広島通商産業局・中国電工KK・中国電力KK・観
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音第5老人クラブなどの被測定者および関係の方々・広島女学院短大生ならびにご指導をい

ただきましたお茶の水女子大学柳沢澄子先生に深く感謝申し上げます。
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Body Measurement 

Measurements of the Parts of the Body (1.0) 

(Adult Men) 

Mitsuko FUJlT A， Yoshiko KlMURA and Midori W ADA 

Abstract 

Since 1966， a series of body measurement have been undertaken for obtaining basic data with 

wh ich to determine standard sizes for ready to wear clothes. ln J u ly， 1972， we measured 1079 

adult men and women aged 25---65 whi:> lived in the Hiroshima district. The result of measurement 

of 543 adult women was reported in The Hiroshima Jogakuin Women's College Builetin， No. 23. 

The present papers deal with the measurement of 536 adult men. 

1. The mean values in the length items excluding total crotch length， in the width items and 

weight showed a general decrease as age increased. But the age group of 50---54 years 

showed larger mean values in the length items and weight. As for the girth items， there 

was no remarkable difference among the age groups except that waist girth was larger in 

the older age groups. 

There was no remarkable difference of mean values between the Hiroshima district and 

the whole country except that the former showed slightly smaller values in total crotch 

length and larger values in iliospinale height， back waist length， bust girth， waist girth and 

weight. 

Coe伍.cientsof vanation were the smallest in head girth. ln the other glrth items they 

became larger as age increased and largest in weight. 

2. The ratio of stature to the length items， the width items or to weight showed little 

difference among the age groups. To the girth items excluding neckbase girth， however， the 

ratio was larger in the older age groups. The ratio of bust girth to the items excluding 

total crotch length， waist girth and thigh girth was small in the older age groups. 

3. When the five items were compared between the group of 25---29 and the other groups， lt 

was found that most items showed a similar tendency to that in stature. The shoulder 

length in the group of 55---65 years was as small as 96% of that in the group of 25.......29. 

Total crotch length and waist girth came close to those in the group of 25----29 years. 

Waist girth increased as age increased， wi th a maximum of 107% a t the age of 55----65. 

4. A comparison between the older age groups excluding 50----54 years and the younger age 

groups showed that the former were smaller in stature and shoulder width， and larger in 

waist girth. This shows that the older age groups have fat and cylindrical body types， 

which tendency is nearly the same with that in the national measurement. ln the Hiroshima 

district， however， the group of 50--...54 years showed rather larger values in the length items 

and they were nearly the same with the group of 25----29 years in almost all the other 

items， which shows that this group have rather slender body types. 




